
　平素は奈良市の教育・保育行政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。

　平成２８年１０月４日（火）に開催いたしました説明会の概要を以下のとおりまとめ

ましたので、お配りさせていただきます。

　今後も継続して説明会の開催、お便りの配付等を行いますので、ご理解とご協力のほ

ど、よろしくお願いいたします。

(１)奈良市全体の取り組みについて

・ 奈良市では、全ての市立幼稚園と市立保育園を対象に、あらゆる手法（統合や民間移管）を用

いて「幼保連携型認定こども園」への再編を進めています。再編を進めることにより、適正な

規模での教育・保育の実施と、多様化する教育・保育ニーズに対応していきます。

(２)三碓幼稚園の今後の方向性について

・ 園児募集は今後も継続しますが、三碓幼稚園の運営を平成３２年３月までとしたいと考えてい

ます。

・ 今後の周辺の受け皿として、学園南保育園を平成３１年４月に認定こども園に先に移行させる

ことで新たに１号認定の定員を設定するほか、周辺の市立と私立の幼保施設で担っていきます。

1 　当日の説明内容について

　当日いただいた主なご意見・質問等について

4
前回の説明会に地域関係者を入れていなかったことに不信感を抱いている。今後は焦るこ
となく、何度も意見交換会を開いてほしい。

1
園児数は減少しているが、三碓幼稚園に行きたくないというわけではないと思う。ネオポ
リス幼稚園に流れているのは、３年保育を希望されているからではのないのか。

2
徒歩通園は、小学校に通うための体力づくりのためであるのに、なぜ学園南保育園なの
か。三碓幼稚園を認定こども園化してもらえないか。

2

3 小学校との交流がなくなってしまうのは寂しい。

5
市立幼稚園の園児募集停止等の基準に該当していない段階で統合するということは、市全
体の状況からみて三碓幼稚園を閉園することが適正であるということなのか。

認定こども園 Ｑ＆Ａ 
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[ 担当課 ]　奈良市　子ども政策課　（市役所中央棟3階）

（担当）　柏木　・　宮嵜

[ TEL ] 0742-34-4792 [ FAX ] 0742-34-4798

[ MAIL ] kodomoseisaku@city.nara.lg.jp

[ 市立幼保施設の再編に関する市のホームページ]

http://www.city.nara.lg.jp/www/genre/0000000000000/1366066836305/index.html

Ａ

　本市では、すべての市立幼稚園と市立保育園を対象として、統合再編や民間移管を行うことによ
り認定こども園への移行を順次進めているところです。
　その背景としては、少子化が進行している中でも、教育・保育ニーズが多様化している一方で、
市立幼稚園の過小規模化及び保育園の待機児童のほか、施設の老朽化をはじめとする運営面の課題
等、様々な課題があります。そのため、子どもたちの年齢に応じた適切な集団規模を維持しつつ、
各市立園の運営内容を充実させ、多様化する教育・保育ニーズに対応していくためには、統合再編
や民間移管といった手法を取らざるを得ない状況にあります。
　三碓幼稚園は、現時点では「市立幼稚園における園児募集停止等基準」には該当していません
が、これから子育てが始まろうとしている保護者の方々より、「今後の園選びのため、私の地域の
園が今後どうなるのか早く教えてほしい」との声を多くいただいております。そこで、再編方針の
発表が遅れ、今後の園選びに支障が出ないようにするため、今の時点から再編方針を発表し説明さ
せていただいたところです。
　統合再編にあたっては、小学校区内での再編ではなく、例えば中学校区等のより広い視点での再
編を進めており、地域の市立・私立施設が連携し、適切な集団規模での教育・保育が実施できる環
境を整備していきたいと考えています。
　保護者や地域の皆様からは、市立幼稚園で３年保育を実施すれば、園児数が増えるというご意見
をいただいているところですが、統合再編等によって人材や財源を生み出すことで、３年保育や預
かり保育の実施につなげているため、現状の市立幼保施設の配置状況のままでは、すべての園で３
年保育を実施することは非常に困難な状況です。
　今後につきましても説明会を開催すること等により、皆様のご意見を伺いながら取り組みを進め
ていきたいと考えています。

3 　市の考え方について

6
園児数が増えても、この方針は変わらないのか。どこかの園と統合するということでしか
協議できないのか。

8
学園南保育園と統合する理由の説明が足りない。なぜ違う小学校区の園と統合するのか。
富雄保育園ではないのか。

9
もっと前に地域の関係者に意見を聞くべきではなかったのか。学園南保育園はあやめ池小
学校区であり、他の校区に協力はできない。

10
今後１０年、２０年先を考えると、空き家は増えるかもしれないが、幼稚園がなくなって
しまうと若い世帯が入ってこないのではないか。

11
学園前駅周辺は、朝に一般車の通行が禁止されている。他の周辺道路が非常に混雑するこ
とになり、スピードも出ている。朝の通行状況を現地で確認いただきたい。

7
三碓のような大きな町で閉園の対象になることが理解できない。財政面の問題もあるのか
もしれないが、三碓幼稚園を充実させることはできないのか。
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